２年タグラグビー学習カード
チーム名
チームカラー　　　　　　
２年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　
	係
	役割
	氏名

	班長
	チームの責任者
	

	ゼッケン
	ゼッケンの管理
	

	ゼッケン
	
	

	ボール
	ボールの管理
	

	用具
	タグセットの管理
	

	用具
	
	










チームの目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人の目標




授業目標
①タグラグビーに仲間と協力して学習や作戦などの話合いに積極的に参加し、取り組むことができるようにする。また、練習や試合などで仲間を支援することができるようにする。
②学習活動に応じた練習のポイントを見つけることができるようにする。さらに、ゲームを通して自己やチームの課題を見つけ自分やチームの意見を他者に伝えることができるようにする。
③動きながらの的確なパスやパスを受けるためにマークを外して空いている空間に動くことができるようにする。
④タグラグビーの特性や成り立ち、関連して高まる体力、技術や戦術を理解することができるようにする。

タグラグビーの評価
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	技能
	知識・理解

	タグラグビーの楽しさや喜びを味わうことができるよう、フェアなプレイを守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすること、作戦などの話合いに参加しようとすることなどや、健康・安全に留意して、学習に積極的に取り組もうとしている。
	タグラグビーを豊かに実践するための学習課題に応じた練習の取り組み方を工夫している。
	タグラグビーの特性に応じて、ゲームを展開するための基本的な技能や仲間と連携した動きを身に付けている。
	タグラグビーの特性や成り立ち技術の名称や行い方、関連して高まる体力、試合の行い方を理解している。



２　年　　　組　　　番　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	月日
	本時のねらい
	学習内容
	反省・感想
	自己評価

	１
	
	
	
	
	服装・態度
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	協力・安全
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	技術の向上
A　　B　　C

	２
	
	
	
	
	服装・態度
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	協力・安全
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	技術の向上
A　　B　　C

	３
	
	
	
	
	服装・態度
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	協力・安全
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	技術の向上
A　　B　　C

	４
	
	
	
	
	服装・態度
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	協力・安全
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	技術の向上
A　　B　　C

	５
	
	
	
	
	服装・態度
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	協力・安全
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	技術の向上
A　　B　　C

	６
	
	
	
	
	服装・態度
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	協力・安全
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	技術の向上
A　　B　　C

	７
	
	
	
	
	服装・態度
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	協力・安全
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	技術の向上
A　　B　　C

	８
	
	
	
	
	服装・態度
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	協力・安全
A　　B　　C

	
	
	
	
	
	技術の向上
A　　B　　C




始業前：ボール準備・ゼッケン準備・タグセット・その他用具（マーカーなど）準備授業の流れ

1 集合整列（必ず消毒を忘れずに）・挨拶・健康観察（ゲームゼッケン・タグはつけておく）
2 準備運動・スキルアップサーキットトレーニングの実施
3 個人スキル習得練習（ランニングスキル　OR　パススキル）※４時間目から実施
④　基本練習（課題練習）・応用練習
ボールを持つ箇所


《パスを投げる時のポイント》
・パスをもらう時は、ハンズアップで両手の平をボールに向ける。
・パスのキャッチは両手でボールを包みこむように。
・パスを投げる時は、仲間の胸に両腕を伸ばし放り込む。
・投げた後もフォロースルーで両腕が仲間に向いている。

手
ボール


手

タグラグビー基本ルール


【攻撃時（アタック）】
ノックオン　　　　→　ボールを所持していたプレーヤーがボールを前に落とした反則です。
スローフォワード　→　ボールを前に投げてしまった場合の反則です。
オーバーステップ　→　タグを取られた攻撃側は３歩以内に止まる。もしくは、味方にパスをしなくては、いけません。
ローリング　　　　→　ボールを持っている選手が３６０度回ってプレーすることは禁止です。
【守備時（ディフェンス）】
オフサイド　→　ボールを持っているプレーヤーより前にいるプレーヤーは、プレーに参加することが禁じられています。ボールに触れることはもちろん、ボールより前で相手チームの妨害をしたりすることも禁止されています。このように、ボールのある位置より前からプレーに参加した場合の反則となり、相手チームの攻撃になります。
タグの回数　→　攻撃側のタグを４回とったら攻守交替となります。
【その他】
身体接触　　　　　　→　タグをとりにくる手を払う、相手を突きとばす、相手をつかむ、ボールを持っている選手が体を回転する、守備側が大きく手を広げる等は禁止です。
タグをとる時の注意　→　守備側はタグをとったら大きな声で「タグ！」と叫んでください。
タグラグビー基本ルール

	チームの課題
	
	個人の課題
	

	（課題を改善するために・・・）



	（課題を改善するために・・・）


せっかくなのでラグビーも・・・


【競技人数】１チーム15人、両チーム合わせて30人でラグビーは行われます。
（７人で行うラグビーもあります）中学生は１２人で行います。
[image: ラグビー　ポジション に対する画像結果]
















得点の種類

	得点の種類
	方　法
	得点

	トライ
	敵地のインゴールと呼ばれるスペースにボールを着地させることにより認められます。このボールの着地は、ボールを持ち込んだプレーヤーがボールに触れた状態でないと認められません。例えば、ボールが転がっていってインゴール内に入ってもトライになりません。このボールをとらえ、地面に触れさせた時点でトライと認められます。
	５点

	ペナルティトライ
	相手チームの反則がなければ、ほぼ間違いなくトライが得られていた、と認められた時に与えられるトライです。
	５点

	コンバージョンゴール
	トライを決めた後、トライした側のチームがゴールキックを成功させた場合に認められます。
	２点

	ペナルティゴール
	相手チームの反則に対して得られるキックで、そのキックでゴールキックを成功させた場合に認められます。
	３点

	ドロップゴール
	通常のプレー中に、ドロップキック（ボールを地面に落とし、跳ね返ったボールを蹴ること）でゴールキックを成功させた場合に認められます。
	３点


　　　　　　　　　タグラグビーはトライだけです
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